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1． 背景 

現在，マルチメディア技術の発展と普及により

我々が扱う情報は文字だけでなく，動画といっ

たものまで広範囲になっている．大学などの教

育機関においても，学生の復習用コンテンツと

して，講義資料と講義映像を組み合わせたもの

が制作されている．しかし，制作される講義収

録映像コンテンツは受講者にとって分かり易い，

または飽きないといったことを考慮したものは

ほとんどない．著者らは昨年度の研究[1]におい

て講義収録映像コンテンツの質を向上させるこ

とを目指し，そして，講義映像のより適切な提

示法を自動的に行う MINO システムを構築した．

MINOシステムによって，これまで講義収録映像

コンテンツの問題点であった映像の単調さを改

善すると同時に，学習者をより注目させるコン

テンツを提供することができた． 

 しかし，MINOシステムによって 長時間同じ

画面が映ることによる飽きは解消されたが，

「本当に必要な語句のみを強調させてほしい」

「変化のパターンがひとつしかないので，長時

間見ると飽きてしまう」などの意見があげられ

た．今回これらの問題点を解決するシステムを

開発した． 

2． MINOシステム(昨年度) 

 MINOシステムでは，形態素解析[3]と音声認識

ツールを用いている. 

①形態素解析を用いることで，ある文字列から

それ以上文を短くするし，文脈上意味を持たな

くなる最小の単位（形態素）を抽出する. 

②抽出された文字は形態素辞書と照合され，品

詞に分けられる.形態素解析ツールによって

ViaVoiceとPPT-Recorderで取得された文字列か

ら名詞だけ抽出する． 
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③PPT-Recorderはスライドが切り替わったタイ

ミングとスライド内の文字列が自動抽出するこ

とが可能である.抽出された語句は ViaVoiceの

発話時刻情報と PowerPoint のスライド切り替え

タイミング時刻情報をもとに一致しているかど

うか判断され，強調のタイミングが決定される

（図１）. 

④最後に講義映像と生成した PowerPoint を同期

させる． 

 
図1 MINOシステム 

3．提案 

講師の発話語句の強調 

MINOシステムでは，講師の発話した言葉が講義

資料内にあったとき，その語句全てを赤く大き

く変化させている．しかし，これでは本当に重

要な語句が同時に変化させた文の中に隠れてし

まうのではないかという意見があった．そこで， 

テレビのクイズ番組のようにキーワードをあえ

て隠すことで学習者の注目を引くことにした． 

 

4．重要語句の強調 

4-1 映像分析  

 講義映像中に多く発話した語(表 1)は重要であ

るのではないかという仮説を立て，SOI[2]の講

義映像（９０分講義，４本）を分析した．表 1，

2は1例である．まず，講義映像中の各語句の発

話回数と，スライド1枚の説明時間を調べた． 

 

4-2 映像分析結果・考察 

発話回数の多い語は，講義資料内の説明時間の

長いスライドの題名になっていることがわかっ
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た(表2）．  

4-3 重要語句の自動検出方法 

 重要語句検索の手順は以下の通りとする． 

 ①講義映像中より，MINOシステムを用い，各

語句の発話回数を調べる． 

 ②全発話回数×3%以上，発言回数のある語句

を重要語句として設定する． 

 

表１ １講義中の発言回数 

名詞 １スライド中の 

発言回数 

１講義中の 

発言回数 

光ファイバー 5,6,1,8,3,4 27回 

ノイズ 9,6,2,1,4 22回 

ケーブル 5,1,4,11 21回 

減衰 8,6,5 19回 

平衡 4,4,4 12回 

SMF 10 10回 

MMF 8 8回 

銅線 8 8回 

                 他42単語 

表2 スライドの題名と説明時間 

 

 

4-3-1 キーワード隠しルールその1  

 重要語句をそのまま隠すより，階層の中の語

句（箇条書きになっている図２のような資料を

階層と呼ぶことにする）を隠した方が学習効果

が高いことが分かったため階層の中の語句を強

調することにした． 

 

4-3-2 キーワード隠しルールその2 

 階層の無い，図３の様な文字列でも単に重要

語句を隠すのでなく，重要語句が主語の場合と

そうでない場合によって隠す方法を変えること

で学習効果が高められることが分かった．そこ

で以下のようにした． 

 

①重要語句が主語になっていない場合，主語を

隠す． 

②重要語句が主語になっている場合，主語の後

に続く，名詞，動詞，形容詞を隠す 

 

 
図2．隠しルールその１の例 

 
図3．隠しルールその２の例 

 

今後の予定 

 現在このシステムは付箋紙を PowerPoint上の

重要語句に貼り付け，講師の発話に合わせて剥

がすことができる．今後の予定として，「変化

のパターンがひとつしかなく，長時間見ると飽

きてしまう」を改善  するため，受講者が飽

きた時，講義映像が止まり，付箋紙を剥がすと

いう操作をすることで映像が再び動きだし，受

講者の集中度を回復させる動作を入れる予定で

ある． 
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スライド題 説明

時間 

ノードの基本的な接

続形態 

2’50 

Point-to-Point 0’43 
BroadCastMultiple 
Accses 

4’46 

NonBroadCastMulti
pleAccses 

2’31 

ノードが通信を行う

ためのメディア 

4’16 

銅線(メタルケーブ
ル）の特性 

4’50 

同軸ケーブル 6’14 

平衡ケーブル 3’50 

スライド題 説明

時間 

ツイストペア 

ケーブル 

5’47 

ツイストペア 

ケーブルの 

ノイズ耐性 

0’15 

ツイストペア 

ケーブルの 

コネクタ 

2’23 

光ファイバー 4’40 
光ファイバーの 

伝播の原理 

0’45 

SMF/MMF 4’45 

光ファイバーの 

減衰 

8’08 
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